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結果 もほぼ同様でありました.ま だまだ多 くの病院経営者の中には実情を知らず・泌尿器科
は患者が少いから収入も亦少いであろう,従つてこれを独立 させても大した増収にはならぬ
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本年はこれを上廻 ると予想されます 私の他に3名 の泌尿器科医員と皮膚科医員1名 の合計
5名が患者の応対に明け暮れてお り,これが現在に於ける必要最小限の人員の様に思います
私の一番気になることは今後に於ける医員の確保のことであります 専門医制度が確立され
てお らず,病 院のオープンシステムも採用されていない現在では,余程の好条件に恵 まれぬ







つになつたら来るでしようか,そ の日が1日 も早 くやつて来 ることを期待す るだけでな く努















ったのに行われず,気付いた時は既に遅 くこれが解決には長期 を要します 現状のままでは
遠か らず勤務医にも問題が起る可能性があります 内科,外 科といつた科でさえも病院を止
めて開業した医師の補充が容易でない様になりつつあります 医学部の志願者数は簡単には
減らぬでしようが・質の低下の可能性は多分にあります 社会保険の問題は容易に解決す る
わけはないが,厚生省と医師会がいがみ合つている間にどんどん事態は悪化す るでしよう.
外科学会は医療報酬の4倍値上げ要求を決議しました.色 々な意見が各方面か らどんどん出
されることによつて・えたいの知れぬ 日本の医療制度という怪物も正しい方へ動いてゆ くの
でありましよう・泌尿器科学会としても大いに意見を発表して戴 きたいと思います
